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6 期科学技術基本計画では具体的な目標として掲げ
られており，大学等の研究機関では，研究データ管
理を適切に行うための体制構築が求められている。

しかし，現在のところ，日本の大学において研究
データ管理を支援する体制が充分に整っているとは
言い難い。2020 年にオープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR） と大学 ICT 推進協議会

（AXIES）によって実施された研究データ管理の取
組状況に関するオンライン調査4）では，「貴機関で
は，機関全体での研究データ管理体制構築に向けた
何らかの取り組みが始まっていますか」という質問
を，国内の大学や研究機関に対して尋ねている。こ
の質問に対し，有効回答数352件のうち58.5% の機
関が「必要性は認識しているが，具体的な動きはな
い」と回答しており，2020年時点では，多くの大学
および研究機関が具体的な体制構築に動き出せてい
ない状況であったことがわかる。

その後，2021年から2022年にかけて，いくつかの
大学から研究データ管理支援のための体制構築や支
援開始にむけた様々な試みが報告された5）6）。2023
年 3 月には，慶応義塾大学および名古屋大学から，
研究データ管理支援のための組織構成や，研究デー
タポリシーの策定，機関リポジトリでの研究データ
公開， データ管理計画（Data Management Plan，
以下 DMP）の作成支援などの取り組みについての
報告がなされている7）8）。

1．はじめに
2023年 3 月に，米国の研究大学であるミシガン大

学アナーバー校を訪問し，図書館で提供されている
研究データサービスについてインタビュー調査を
行った。本稿では，調査の概要，結果について述べ，
最後に考察する。

なお，日本では「研究データ管理支援」や「デー
タ管理支援サービス」と言うことが多いが，海外で
は「研究データサービス」をサービス名として使っ
ている場合が多い1）。本稿では，研究データサービ
スと研究データ管理支援サービスを同等とみなし，
ミシガン大学アナーバー校における研究データサー
ビスについて調査した。

1.1　日本における研究データ管理に関する動向
最初に，日本における研究データ管理の政策的な

動向について簡潔にまとめる。2016年 1 月に閣議決
定された「第 5 期科学技術基本計画」2）において，
オープンサイエンスの推進が掲げられ，研究データ
を可能な範囲で公開していくように提言された。そ
の後，2021年 3 月に閣議決定された「第 6 期科学技
術基本計画」3）では，2025年までに機関リポジトリ
を有する全ての大学等の研究機関においてデータポ
リシーを策定することが目標として掲げられてい
る。第 5 期科学技術基本計画では提言として言及さ
れていた研究データ管理についての取り組みが，第
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の研究データ公開など，図書館が主体となった研究
データ管理についての取り組みが紹介されている。

オーストラリア，ドイツおよびオランダの事例も
報告されている。佐藤によるオーストラリアの大学
図書館での事例報告13）では，シドニー大学，ニュー
サウスウェールズ大学，メルボルン大学，モナシュ
大学において，DMP 作成ツールの提供，研究者や
学生を対象とした研究データ管理についてのトレー
ニングプログラムの実施，研究データを公開するリ
ポジトリの提供など，研究ライフサイクルに沿った
サービスが行われている様子が報告されている。ま
た，ニューサウスウエールズ大学では，2019年に新
規採用された研究者に対して，大学が提供する研究
データ管理についての e ラーニングを一定期間内に
終えることを義務付けており，研究データの管理を
研究者の自主性に任せるのではなく，大学が積極的
に関与するサービス姿勢が明らかになっている。

安原らによるドイツおよびオランダの図書館に関
する事例報告14）では，ドイツはミュンヘン工科大学，
ゲッティンゲン大学，ハノーファー大学の 3 大学，
オランダはデルフト工科大学，ライデン大学の 2 大
学について紹介している。調査対象のどの大学にお
いても，研究データ管理についてのトレーニングの
提供は研究データサービスの中心業務であり，特に
博士課程の学生を対象としたトレーニングが積極的
に行われていた。

また，研究者の最も大きなニーズは DMP の作成
支援であり，ハノーファー大学では研究資金助成機
関が求める DMP の作成方法などについてのワーク
ショップが開催されていた。ライデン大学では博士
課程の学生に向けたトレーニングコースにおいて，
DMP の作成と，そのプランについてのディスカッ
ションが組み込まれていると報告されている。

以上の報告からみると，海外における研究データ
サービスとして，DMP の作成支援，研究データ管
理についてのトレーニングの提供，リポジトリ等で
の研究データの公開支援などが共通するサービスで
あると言うことができる。

また，佐藤による報告，安原による報告には，上
記に加えて，部門横断的な取り組みについても言及
があった。オーストラリアの 4 大学では図書館外の
部門と協働してサービスを行っており，ドイツの大
学では図書館と情報基盤部署による部門横断的な新
組織を立ち上げていた。

1.3　研究目的
海外での事例を収集し，紹介することは日本の大

学における研究データ管理支援サービスを検討する

九州大学でも，2022年 4 月に， データ駆動イノ
ベーション推進本部のもとに研究データ管理支援部
門が設置され，研究者が行う研究データ管理に対す
る人的支援体制の構築，ストレージシステムの導入
などの情報基盤の整備等，研究データ管理支援サー
ビスを行う体制づくりを進めている。また，2023年
3 月には，研究データ管理・公開ポリシー9）を公開
した。

以上のように，この数年間，各大学では研究デー
タ管理支援に関する取り組みが進められてきた。第
6 期科学技術基本計画に基づき，2024年度からは，
科学研究費助成事業のすべての研究種目において交
付申請時に DMP の提出が求められている。また，
2023年 6 月に閣議決定された「統合イノベーション
戦略2023」10）では， 競争的研究費制度において，
2025 年度新規公募分から，成果物となる学術論文
およびその根拠データの即時オープンアクセスを実
現するとした国の方針が策定されることが明記され
た。これらに対応していくためにも，研究データ管
理支援の体制整備がますます急がれる状態となって
いる。

1.2　海外の大学における研究データサービス
海外の大学における研究データ管理支援に関して

は，日本の状況とは異なる。本節では，海外で提供
されている研究データ管理支援サービスについて，
日本語の論文からいくつかの事例を紹介する。

海外における研究データサービスの開始は日本に
比べて早く，2014年には，池内が英国エディンバラ
大学の研究データサービスを紹介している11）。2014
年時点でエディンバラ大学では，DMP の作成を支
援する DMP ツールの導入，研究データを保存する
システムの提供，機関リポジトリによる研究データ
の公開などを行っていた。また，複数の部門が協力
して研究データサービスを行うことで， 効率よく
サービスを実施していることが報告されている。

米国においては，2003年にアメリカ国立衛生研究
所（National Institutes of Health，以下 NIH） が，
研究を行う過程で発生するデータの取り扱いについ
て定めた DMP の提出を義務付けたことを皮切り
に，大学などの研究機関において，研究データの適
切な取り扱いおよび公開を支援するサービスが行わ
れるようになった。米国の大学における研究データ
サービスの事例として， カリフォルニア大学サン
ディエゴ校・ロサンゼルス校，カリフォルニア工科
大学，南カリフォルニア大学での事例が2018年に西
岡らによって報告されている12）。この報告では，研
究データ管理ポリシーの策定や，機関リポジトリで
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Library，Clark Library の 5 館も見学した。

2．インタビュー調査の概要
インタビュー調査を行うにあたり，2023年 1 月

に，ミシガン大学図書館の一部門であるミシガン出
版 部 門（Michigan Publishing） に 属 す る Deep 
Blue Repository and Research Data Services チー
ム（以下，DBRRDS） のディレクターである Jake 
Carlson 氏（訪問時） に対して，DBRRDS の各職
員に対するインタビューと， 学内の他部門で
DBRRDS と連携・協働している職員，特に，大学
図書館での研究データサービスに関わる職員へのイ
ンタビューの設定を依頼した。

その際， 調査の意図を明確にするため， 我々が
DBRRDS と他部門それぞれの職員に対して質問し
たい内容をまとめて，Carlson 氏に事前送付した。
DBRRDS の職員に対しては，1 ）ミシガン大学にお
ける研究データサービスの特色，2 ）研究データサー
ビスに関与している学内他部署との連携状況， 3 ）
学 外 他 機 関 と の 共 同 体 で あ る Data Curation 
Network との連携状況，4 ）ミシガン大学のデータ
リポジトリであるディープブルーリポジトリについ
て質問したい旨を伝えた。他部門の職員には， 5 ）
研究データサービスに関わり DBRRDS と連携・協
働している職員の職名や職位，6 ）とりわけ「Research 
Data Librarian」の職名を名乗る職員の仕事内容に
ついて尋ねたい旨をあらかじめ伝えた。

上記の質問事項を受けて，Carlson 氏が選定し，
実際にインタビューを実施した対象者と， インタ
ビューのスケジュールを表 1 に示す。 なおインタ
ビュー対象者の所属はすべて訪問時のものである。
インタビューは2023年 3 月22日から25日の 3 日間，
11組24名に対して行った。インタビュー各回の所要
時間は 1 回あたり 1 時間から 2 時間であった。基本
的には対面でインタビューを行ったが，一部の対象
者はオンライン会議ツールから参加した。また，す
べてのインタビューに Carlson 氏が同席した。

ミシガン大学図書館は 9 つの部門で構成されてい
るが22）， 本稿でとりあげるインタビュー対象者

（表 1 ）は，そのうちの 3 部門，すなわち，研究デー
タサービスを主な職務とするチーム（DBRRDS）
が属するミシガン出版部門（Michigan Publishing），
職務の一側面として研究データサービスに関わる図
書館の研究支援部門（Research）， 図書館 IT 部門

（Library Information Technology） の 3 部門に所
属していた。

実際のインタビューでは，Carlson 氏が選定した
これらの対象者の職名・職位・職務内容等を確認し

材料の一つとなりえる。そこで本調査では，米国ミ
シガン大学アナーバー校を訪問し，研究データサー
ビスとして何を提供しているのか，またどのような
体制で提供されているのかを明らかにするためのイ
ンタビュー調査を行った。

前節で挙げた事例報告においても， 研究データ
サービスをすでに行っている海外の大学では，図書
館の当該部門だけが関わっているわけではないこと
が明らかになっている。しかし，既存調査において
は，当該部門が学内の他部門とどのような連携体制
を構築しているのか， 誰がどのような研究データ
サービスを提供しているのかといった全体像につい
ては，詳しく示されていない。

そのため本調査では，研究データサービスを主な
業務として行う部門だけでなく，主業務ではないが
業務の一環として研究データサービスを提供してい
ると考えられる図書館内の他部門の職員もインタ
ビューの対象として含めることにし，その連携体制
およびミシガン大学全体としてどのようなサービス
を提供しているのかを明らかにすることを試みた。

今回訪問したミシガン大学は，カーネギー分類に
おいて Very High Research Activity （R 1 ）に位置
付けられている15）研究大学である。2023年の世界大
学ランキング16）では23位にランクインしていること
から，研究大学として活発な研究活動がなされてい
る大学であり，それに応じて，高水準の研究データ
サービスが提供されていると考えられる。また，研
究データのキュレーションを行う人材の共有を目的
とした，大学を超えた図書館員同士のつながりであ
る「Data Curation Network」加盟校17）であり，図
書館のホームページ18）から，データの入手，視覚化，
DMP の作成，研究データの公開など，研究データ
のライフサイクルに即した様々なサービスが行われ
ていることが推測された。これらのことから，日本
の大学における研究データ管理支援サービスを検討
するにあたって，有益な参考事例となりうると判断
し，訪問先として選定した。

1.4　訪問先の概要
ミシガン大学は，米国ミシガン州に設置された州

立の総合大学であり，ミシガン州内にアナーバー，
ディアボーン， フリントの 3 つのキャンパスを持
つ。 基幹キャンパスは今回訪問したアナーバー校
で，教員・職員約7,500人19），学部生約33,000人，大
学院生約17,000人を有するキャンパスである20）。ア
ナーバー校の図書館関連施設は17施設あり21），今回
の訪問では，Shapiro Library，Hatcher Graduate 
Library，Asia Library，Taubman Health Sciences 
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割を担ったと考えられる，ユーザーインターフェー
ス（以下 UI）やユーザーエクスペリエンス（以下
UX）を専門とする職員の職務についても尋ねた。

以下， 3 章において DBRRDS， 4 章において研
究支援部門， 5 章において図書館 IT 部門所属の職
員に対して，実施したインタビューの結果をそれぞ
れ示す。

3．研究データサービスの概要
本節では，ミシガン大学図書館のウェブサイトに

ある， 研究データに関するウェブページ「Data 
Services」23）の内容を示した後で，DBRRDS の概要
について説明する。前述した通り，DBRRDS の正
式 名 称 は「Deep Blue Repository and Research 
Data Services」であり，チームの名称に Research 
Data Services を含んでいるため， 本調査では，
DBRRDS が研究データサービスの中核となってい
る組織であると判断した。

3.1　データサービスに関するウェブページ
ミ シ ガ ン 大 学 図 書 館 の ウ ェ ブ ペ ー ジ「Data 

Services」24）には，「研究データの入手，整理，視覚
化，保存を行うためのリソース，支援」との説明が
あり， これらがミシガン大学図書館の研究データ
サービスの大枠であることがわかる。

また，このウェブサイトでは，表 2 に示すとおり，
7 つの項目に分けてサービスの内容が提示されてい
る。各項目では，サービスの簡単な概要，ミシガン
大学図書館が作成しているサービス内容に関するガ
イド記事，サービスを受けたい場合の連絡先メール
アドレスなどが記載されている。

表 2　ウェブページ「Data Services」内のサービス項目

3.2　DRBRDS の概要
DBRRDS は，ミシガン大学図書館の一部門であ

るミシガン出版部門に属するチームである。ミシガ

た後， 各人の仕事内容に関して幅広く尋ねている
が，本稿では，その中から，特に研究データサービ
スに関連して行った質問と回答を中心に示す。

DBRRDS 所属の職員に対しては，研究データ管
理支援の重要な要素のひとつである，研究データの
公開に関して行っている支援内容について特に詳し
く尋ねた。データ公開支援に携わる職員（キュレー
ションスペシャリスト）には，教育歴やキュレー
ションに必要な知識についても尋ねた。

研究支援部門の職員に対しては，図書館において
研究支援に携わっているさまざまな職種（サブジェ
クトライブラリアン，リエゾンライブラリアン，地
理情報データライブラリアン，インフォメーショニ
スト等）が，それぞれ，研究データの管理や公開に
どのように関与しているのか，また，実際に提供し
ているサービス内容について尋ねた。

図書館 IT 部門の職員に対しては，主に，ディー
プブルーリポジトリの開発と管理に関与した人員や
その体制，職務内容について尋ねた。さらに，リポ
ジトリを継続的に発展・改善させるために重要な役

表 1　インタビュー調査のスケジュールと対象者
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を登録した研究者に， レビューした結果を送信す
る。 データセットに何らかの不備があった場合で
も， 公開のための「要件」 ではなく，「推奨事項」
としているため，研究者はレビューの内容を自身が
登録した研究データに必ず反映させる義務はない。
研究者とのやりとりは基本的には電子メールで行わ
れるが，必要があれば直接会って修正を提案する。
研究者とのやりとりを経たのち，研究データがリポ
ジトリで公開される。この一連の作業を，DBRRDS
では「データキュレーション」と呼んでいた。また，
Carlson 氏は，データキュレーションはただの公開
する研究データの確認作業ではなく，データに付加
価値をつけ，学問的価値を持たせる作業であると説
明していた。

3.4　データキュレーションに必要な知識
今回インタビューを行った M 氏と N 氏の 2 名の

キュレーションスペシャリストには，彼らの仕事内
容，教育歴，データキュレーションを行うにあたり
必要な専門知識について尋ねた。

M 氏および N 氏の募集要項では，担当する学問
分野の修士か博士レベルの学位，もしくは図書館情
報学の修士号が必要な資格として求められていた。
また，担当する学問分野のデータに関する詳細な知
識，あるいは，直接扱った経験も必要とされていた。

しかし，M 氏および N 氏に，データキュレーショ
ン業務を行う際に学問分野の知識が必要かを尋ねた
ところ，「分野の知識は確かに役に立つが，それよ
りも，研究の流れとデータのライフサイクルを理解
することが重要である」との回答があった。

4．研究支援部門
研究支援部門は，特定の研究分野や，特定の学部

に特化した研究・学習・教育の支援を主な業務とし
ている。特定主題のスペシャリスト（サブジェクト
ライブラリアン）や，特定学部の教員や学生の支援
を担当する図書館員（リエゾンライブラリアン），
地理空間データの処理や可視化を専門とする職員

（地理情報データライブラリアン），健康情報分野の
主題に通じた情報専門職（インフォメーショニス
ト）などが所属している。

インタビュー調査の結果，研究データサービスへ
の関与の度合いやサービス内容には，職員によって
違いが見られた。そのため，本章では，研究データ
サービスを日常的に提供している職員，必要に応じ
て提供している職員，日常的には提供していない職
員に分けたうえで，以下では，それぞれが提供して
いるサービスをまとめた。

ン出版部門には，DBRRDS 以外に，ミシガン大学
出版局，出版サービスなどがチームとして存在して
いる25）。DBRRDS は，ディレクター 1 名，学術資
料と学術データの公開支援を行うデータキュレー
ションスペシャリスト 4 名の計 5 名で構成されてい
る。主な業務として，機関リポジトリであるディー
プブルーリポジトリでの論文，報告書，プレゼン
テーション発表資料などの資料，および研究データ
の公開を行っている。 データキュレーションスペ
シャリスト 4 名それぞれの役職名および職務内容は
表 3 のとおりである。

表 3　Data Curation Specialist の役職名と職務内容

表中の No.3と No.4は2023年 4 月からの採用で
あったため，2023年 3 月の訪問時には， ディレク
ターの Carlson 氏と， 表中の No.1と No.2のデータ
キュレーションスペシャリスト 2 名，合計 3 名のイ
ンタビューを行った。

3.3　DBRRDS におけるデータキュレーション
本節では， インタビュー調査から得られた

DBRRDS におけるデータキュレーションのプロセ
スついて説明する。

まず，研究データがリポジトリに登録されると，
システムを経由して，DBRRDS に連絡が届く。デー
タキュレーションスペシャリストは，それらのデー
タを全て確認しているが，登録された研究データの
分野によって，人文・社会科学・医学分野担当者が
担当する場合と，STEM 分野担当者が確認する場
合がある。確認するポイントは，データセット内の
ファイルが全て開けるか，ファイル間の関連性は明
確になっているか，Readmeファイルは存在するか，
データおよび研究を理解するのに充分な資料がある
かなどである。確認が終わったら，その研究データ
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いが，研究者の求めに応じて提供する職員もいた。
HS-STEM に所属する健康科学領域のインフォメー
ショニストである D 氏と E 氏は，普段はシステマ
ティック・レビューの支援を数多く行っている。研
究データに関する業務として，以前は看護学部のカ
リキュラムに研究データ管理について教える時間を
つくってもらっていたが， 看護学部の人員異動や
COVID-19の影響で中断している。しかし，再びカ
リキュラムに入れてもらえるよう考えているとのこ
とであった。

DMP や研究データ公開に関する業務は，普段は
「それほど多くない」とのことだが，研究データを
公開するまでの過程において研究者からアドバイス
を求められることはあり，DBRRDS や研究倫理に
関する部門など，学内の適切な相談先を適宜紹介し
ているということだった。また，NIH の「データ
管理と共有に関する最終方針」が2023年 1 月25日に
施行されるのに備えてワークショップを複数回行っ
た結果，複数の受講者から研究データ管理について
個別に相談があり，関連して DMP レビューも頻繁
に行っていたが，この方針が実際に施行されてから
は，DMP レビューを含む研究データについての相
談は減り，訪問時は通常の業務量に戻っているとの
ことであった。

NIH の方針変更は研究者への影響も大きいため，
施行に備えて DBRRDS とは 9 ヶ月ほど前から月 1
回の頻度でミーティングを行い情報交換をしてい
た。今後のミーティングについては，研究データ関
連の業務状況に合わせて頻度を隔月などに減らした
り，逆に必要があれば月 2 回に増やしたりと，必要
に応じて柔軟に変えていきたいとのことであった。

Carlson 氏によると，研究データを公開する際は，
データを充分な形に整えるために，DBRRDS が
DMP を確認し，研究者と直接話し合う必要が生じ
る。しかし，健康科学分野においては，情報専門職
たちがその部分を担ってくれているため，DBRRDS
はデータ公開に専念できているとのことだった。

4.3　DMP レビューや研究データ公開支援を日常的
に行っていない職員

学内の図書館以外の場所で，研究データサービス
が行われている事例もあった。人文社会領域に特化
した職員を集中的に配置した研究支援部門内のチー
ムである，Social Sciences and Clark Library に所
属する職員からは以下の様な話があった。

公共政策学部では，量的データを大量に扱うため
研究データサービスを重視しており，11の研究セン
ターのうち少なくとも 3 つの研究センターが研究

4.1　日常的に研究データサービスを行っている職
員

研究支援部門には，健康科学分野，工学分野，科
学および数学分野に特化した職員を配置した HS-
STEM というチームが存在している。HS-STEM
に所属する工学部気象学領域担当のリエゾンライブ
ラリアン S 氏は，「研究データの公開に関しては 
DBRRDS を頼ることができる」ため，自らはその
直前部分，すなわち，研究者や学生が公開以前に行
うべき最低限の作業，データ公開について知ってお
くべき最低限の知識の教育を主に担当していると述
べていた。ミシガン大学の工学部では，工学部の助
成金申請の担当者とリエゾンライブラリアンとの連
携が確立しており，助成金申請の担当者が，DMP
レビューを必要とする教員や学生をリエゾンライブ
ラリアンに直接紹介している。 DMP をレビューす
る手順についても話を聞いたところ，まず DMP を
提出する機関を調べ， 求められる要件を確認した
後，DMP の中身を確認し， コメントをつけて，
Google ドキュメントで共有するという手段を取っ
ているということであった。研究者によっては 3 ，
4 回やり取りを繰り返すこともあるとのことであ
る。さらに，レビューだけでなく DMP の書き方を
教えるワークショップなどを行っているか質問した
ところ，アメリカ国立科学財団（National Science 
Foundation， 以下 NSF） が助成金の申請に DMP
の提出を義務付けた当初は，ワークショップや教育
プログラムを頻繁に行っていたが，現在は特に行っ
ていないとのことだった。

同じく HS-STEM に所属する自然科学専攻生物
学領域担当のリエゾンライブラリアンである T 氏
によると，生物学領域の研究者はデータ共有や管理
については既に精通しているため「ワークショップ
や教育プログラムなどの研究データ管理支援はあま
り必要とされていない」と発言する一方で，「DMP
レビューについてはニーズがある」 とも述べてい
た。T 氏に対して日常業務における研究データサー
ビスの割合を聞いたところ，「S 氏の担当する気象
学領域は，ディープブルーリポジトリにおいて頻繁
に研究データの公開が行われる領域であるため，工
学系分野の中でも比較的割合が高い約10% である。
他の領域には 0 % に近い領域もあるため， 工学系
分野全体としては 0 ～10% ほどである」 との回答
があった。

4.2　必要に応じて研究データサービスを行ってい
る職員

研究データに関する業務を日常的には行っていな
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る。ディープブルーリポジトリは，文書などの研究
データ以外を公開するディープブルーリポジトリド
キュメントと， 研究データを公開するディープブ
ルーリポジトリデータに分かれているが，本稿で言
及するディープブルーリポジトリとは後者を示す。

5.1　Digital Library Applications チームの役割
ディープブルーリポジトリに登録された研究デー

タを保存するためのストレージシステムは，大学の
IT 部門が管理しているものを使用しているが，
ディープブルーリポジトリで研究データを公開する
ためのシステムは Digital Library Applications が
開発・管理している。

Digital Library Applications のアプリケーション
プログラマーである B 氏は，ディープブルーリポ
ジトリの開発者である。B 氏はソフトウェア開発の
経歴は長いが，リポジトリシステムについては専門
家ではないため，開発当初は Carlson 氏やその他の
図書館員たちがどのように仕事をしているのかにつ
いてのインタビューを行い，リポジトリを開発する
際の参考にしたとのことである。

現在は，ディープブルーリポジトリの新機能追加
や，学内の他のシステムとの連携模索が主たる業務
となっている。DBRRDS とは週に 1 回ミーティン
グを行っており，ディープブルーリポジトリへの要
望や不具合についてインタビューする機会としてい
るとのことだった。

5.2　Design & Discovery チームの役割
図書館 IT 部門の Design & Discovery は， ユー

ザー視点で，図書館が提供する各種ウェブサービス
やコンテンツへのアクセシビリティを高めるための
戦略立案や助言， 支援ツールの開発と実装を行う
チームである。ミシガン大学図書館のウェブサイト
やリポジトリのインターフェース設計，図書館用の
アプリケーション開発や管理も担当し，UI，UX に
ついての専門知識を有する職員が多数所属してい
る。本調査では，Design & Discovery チームの主
任である R 氏と，UX 戦略を担当する職員である Q
氏に対してインタビューを行った。

DBRRDS がディープブルーリポジトリを設計し
た際には，このリポジトリで何を達成しようとして
いるのか Design & Discovery チームに説明する機
会を設けたとのことである。Design & Discovery
チームは，ユーザーがディープブルーリポジトリを
使って，特定の研究データを見つけるまでの行動を
観察する機会を設け，その結果を DBRRDS や Digital 
Library Applications チームにフィードバックする

データに関する業務を専門に行う職員を雇ってい
る。そのため，国際政府情報・公共政策領域のリエ
ゾンライブラリアンである G 氏と，政府情報・法
律・政治学領域のサブジェクトライブラリアンであ
る H 氏は，学生や研究者の求めに応じて，行政機
関や地方自治体などが提供しているデータの検索と
入手の支援を実施しているが，工学系・自然科学系
の職員が行っていた DMP レビューなどは行ってい
ないとのことだった。しかし，研究に用いるデータ
へのアクセスという，広義での研究データサービス
を行っていると捉えることもできるだろう。

Social Sciences and Clark Library チームに所属
する地図・地理空間データライブラリアンである I
氏，地理空間および数値データライブラリアンであ
る J 氏， 視覚化ライブラリアンである L 氏は， 授
業に参加することや，個別の相談対応を通じて，研
究者や学生が収集・取得したデータのグラフ化，地
図上へのマッピングなど，データを視覚化するため
のサポートを主たる業務としている。G 氏および H
氏と同様に，DMP のレビューや，リポジトリでの
研究データの公開支援などは行っていない。

上記の職員たちの話によると，人文社会科学分野
では，助成金団体からのデータ公開のプレッシャー
が未だ小さく，データセットも小規模なことが多い
ため，研究者に対してデータ公開や管理の意義を理
解してもらうことは難しいとのことである。

しかし近年，人文社会系分野でも論文を「白黒の
印刷ではなくウェブ上にカラーで」公開するように
なりつつある。さらに，生物医学分野のように論文
にビジュアル・アブストラクトを用いる分野も出現
し，研究者がデータの視覚化を重視するようになっ
てきている。それゆえ，人文社会科学分野の研究者
にデータ管理や公開について関心を持ってもらうア
プローチとして，データリポジトリについて話をす
るよりも，論文に用いるデータの視覚化についての
話から始める方がより敷居が低く，有効なアプロー
チであると考えている，とのことだった。

このように，DMP のレビューやデータの公開に
関する支援を重点的に行うのではなく，担当する学
問分野の特性や， 研究者からのニーズに応じて，
データへのアクセスや見せ方に関する支援を研究支
援の一環として，積極的に行っている職員も存在し
ていた。

5．図書館 IT部門
図書館 IT 部門は， 5 つのチームで構成されてい

る。このうちディープブルーリポジトリを管理して
いるのは，Digital Library Applications チームであ
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の支援内容や頻度は，各学部等に所属する研究者・
学生の研究分野や研究のスタイル，研究データに関
する支援ニーズによって大きく異なっている。その
ため，教員や学生に対する研究データサービスは，
研究支援部門の職員それぞれが適宜判断して実施し
ており，DBRRDS が組織として集中的に計画・実
施しているわけではないように見受けられた。 ま
た， 研究支援部門とは異なり， 図書館 IT 部門は
DBRRDS と綿密な連携体制を取っており，意思疎
通が頻繁に行われていたことが，ディープブルーリ
ポジトリの設計を支えていたと考えられる。

このようなサービス体制をどのように構築したの
か，その詳細を聞き取ることはできなかった。しか
し，Carlson 氏からは以下のような趣旨の説明が
あった。

研究データサービス立ち上げ時のプロセスとし
て，最初に研究者にインタビューをし，研究データ
に関して必要だと考えられるサービス項目をリスト
アップした。また，図書館職員に対しても，研究デー
タサービスとして何を行うべきかについてインタ
ビューを行い，サービス内容を絞り込んでいった。
サービス開始時にはリエゾンライブラリアンに協力
を仰ぎ，学部の会議に出席させてもらうことで研究
デ ー タ サ ー ビ ス に つ い て の 周 知 を 図 っ た。
COVID-19が発生する前は，学内の図書館員であれ
ば誰でも参加できる月例ミーティングを開催し，
ディープブルーリポジトリについての情報共有を
行っていたとのことである。

また，Carlson 氏は，今回の調査に関して我々の
質問内容に応じた適切な対象者を多数の部門から幅
広く人選し，アレンジしてくれている。この事から，
Carlson 氏および DBRRDS のメンバーが， 日常的
に他の図書館職員と密に連絡を取り合い，必要に応
じて手助けしてもらっていることが推察される。こ
のような連携を背景に，DBRRDS は研究データの
キュレーションとその後の公開に焦点をあてたサー
ビスを行うことが可能になっていると考えられる。

7．結論
本稿では， ミシガン大学アナーバー校でインタ

ビュー調査を行った結果から，どのような研究デー
タサービスが，どのような体制で行われているかを
明らかにした。その結果，ミシガン大学では図書館
が中心となって研究データサービスを行っている
が，その中核である DBRRDS が研究データに関す
る全ての業務を担っているわけではなく，DBRRDS
は機関リポジトリでのデータ公開に重点を置いた
サービスを提供していた。DMP のレビューや研究

ことで，ディープブルーリポジトリの開発に貢献し
た。

こうしたユーザーを対象としたインタビューや観
察調査は，現在も継続的に行われており，ディープ
ブルーリポジトリの機能やデザインの改良に貢献し
ているとのことだった。

6．考察
以上のインタビュー調査から，ミシガン大学の研

究データサービスにおいては，DBRRDS， 研究支
援部門，図書館 IT 部門など，複数の部門が関わっ
ていることがわかった。

DBRRDS は，ミシガン出版部門の下に位置づけ
られていることもあるせいか，現在は主にディープ
ブルーリポジトリを介したデータ公開の支援に重点
を置いているように見えた。 インタビュー当時，
DBRRDS では新規に 2 名の職員の採用を進めてい
た。Carlson 氏は，この 2 名が加わることで，研究
データについてのリテラシー教育など，データ公開
以外のサービスもより強化することができるように
なるだろうと今後の展望を述べていた。

また，研究支援部門の職員による研究データサー
ビスへの関与の度合いは，様々であることがわかっ
た。訪問時，健康科学領域担当のインフォメーショ
ニストである D 氏と E 氏は，NIH の方針が施行さ
れるのに備えて，研究データ業務を集中的に行って
いた。このように特に集中的にサービスを提供する
例もみられたが，ほとんどの研究支援部門の職員に
とって，研究データサービスは，研究者および学生
に対して日常的に行っている研究・学習支援業務の
うちの 1 つであると言える。

図書館 IT 部門に所属する職員は，リポジトリシ
ステムの開発や改良の支援という面で，研究データ
サービスに関与していた。アプリケーションプログ
ラマーの B 氏 は，ディープブルーリポジトリを設
計するにあたって，DBRRDS やその他の図書館職
員へのインタビューにかなり時間をかけたと述べて
いた。また，Carlson氏は，Design & Discoveryチー
ムにディープブルーリポジトリについて説明したこ
とは，リポジトリの設計にとって非常に重要なこと
であったと述べていた。

以上のように，ミシガン大学図書館における研究
データサービスは，「研究データサービス」が部署
名に入っている DBRRDS だけでなく，他の部門で
も行われている。

DBRRDS と研究支援部門との連携度合いは，分
野によってグラデーションがあるが，全体的に緩や
かであり，教員や学生に対する研究データについて
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タビューに同席してくださった，Carlson 氏に心よ
り御礼申し上げます。Carlson 氏の協力が無ければ，
今回のインタビュー調査は成り立ちませんでした。
また，快くインタビューに応じてくださったミシガ
ン大学図書館の皆様にも感謝申し上げます。

本調査は，九州大学データ駆動イノベーション推
進本部研究データ管理支援部門の予算で，行われま
した。
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